
防 虫 科 学 節 1;I)淡

Illteractiollbetweena host and itspal･aSite･ Sy(A,諾iW:LrllANA抑 (EntonlUl(感cal

t′aboratory;Colleg30fAgriculture,KyotoUniversity)ReceivedMay6,1tJ30･Botyll-Ka一･

gtIhtL,15:7.3(withEl唱lishl･L{叫m671t)A)

19･容 量 1t 寄 生 蜂 の 相 互 作 用 *

城辺昭二 (京都大学幽学部昆虫学研究蚤)汲 1-日i受付

Ⅰ.紺 青 〟

･磯に12唾の三朗如準 仔して1つの個体群を形成し

ているとき,そこに lつの柑Ti作用が'=Eiずる｡食うも

め(prediltOr).と食拍 Lるもの(pr3yjとの問に見られ

棚 は榊払柑 二時間の変化につれて飴ヂる弼種の個

体数の変湖は校閲親筆の一刻として_EL壬態学 l二興味ある

伸也であるO更に開祖を見出矯のみに限定しても,貯

iI抑制Rを三‡:.嬰｢l的とする砥用昆山学のlf1でその将来

削紺寺される地物rl/tl防除淡の共鰍'JLJ餓諭とLLC卜粥出

とその敵虫との問瑚 [は作川の打礫は欠くことが出水

ないO

今まで特殊の域伽こしか成功していなかった生物値

防除法が果して一般の場合にも成立も柑るかどうかは

矧粁CiLあるが,若し成立つならば胡 Lほ如何なる形で

なされるべきか,父親i毛の化学的.物理的防除法を敏

一招ぎ効な腿で買掛二池川するにはどのようにすべきか

とゆう開祖に替えるためには,肖然を形成する種々の

地物の作りあげている1つの系の静的な又劫的な状態

な熟知しなければならない1,従って縦噂繁等のいわ

ゆる天敵が占めている役榔 ま,それが匿故に事由の防
圃こ有効であろうとなかろ与と, 粥虫の沌虫附長に

鞘える凝固の大きさをはっきりと知るために足非これ

らの問の柑_LL作用 を耶兜せねばならないO今までにな

された食うもqft創 れ る痛 と郷 低価 Jに削 -ち

米卸 卿 .兜は Gause(lfJ純 19朋)が原生動物やダニ

棚 ゴいて弛頬魂の振動 (rciaxationJosciuation)を発

見したこと,,DeBach & Smith(ltは1)がイェバエ

JlJIusca domeslica と Mormo17iella vitri如nTu-Sを招

いてNicholsonABniley(ltJ35)によりたてられた

現漁を部材化 ようとした拭み,内牲 (1938)がより白

紙に義軌､買換個体群で串尭 √嶺虫峰岡唖の艶駄密度が

偶矧こよるとは馴 瀬しない評脚長を示すのを見っけた

こと,の3っしか行われ7:いないQ 紳̂

鋸偽的耶兜としではLotka,Volter叫 こよる完全に

地代が重り合ったときの時日鋤こ対して乱統な変化を考

良,瑚分方程式を用い-こその罰俸な記通しようとした

ものや, Nicholson氏Bail¢y の牡代の全然張t)合

わない不通構純な切削こ対するものがあるO昆虫た放

ては性代の縫 な罷り食いは考えられず,Nicholsotl

ailpyが行った肘℃を時間のElf.i位とした不遜椀の

大学塵学部比虫学脚光義昭蹄 姉LUl啓

吻合の取扱いの方が実際によく合うと想われ,:'oLt'の

ようなわけでこの実験は Nicholsom&Bailey の槻

輪の実感的吟味を節-の目的として行われたo

JjcBitCh& Smith も Nich()lson& 批Iiley の理

論式の正否を実験L'rJtJffT'胴こ群で誹樋ミし印7壮代までのPf"

ニ卯 こよく合致したと報鰭した｡然し彼等の実政ではた

illlつの寄虫及熱盤蜂冷腔の組合せの場合をtl]T飛点と

し,叉縮虫の噌棋力としては任忠に2と施 与粗放をと

った場合のみしか的 jiしていない｡川動 t.(の常盤の組

合せや祷虫の禍根JJを色 に々変えてみたらどうおるで

お,7,うか,そしてそれらはどのような関係をなしてとい

るであろうかを調べようと本論文では LleBllCh &

Smithよりも1少掛 ､範観に路糾した均&の実験的研

究を紙みた｡ ＼
この発吸の始めから終E)まで両側をみていた いゞた

杓叫位舶 EfZ=_に梯くお札申上げます｡色々と対比話に

なった河野蓮郎励 欄 兜壷良の皆様に感謝激し剖 ･o

lr.蕪 雑 材 料

発換材料はアズキゾウムシCallosobruchE/日払1elJr

sis(L.)とその老熟幼虫に雑艶する輪生峰 ゴガネコパ

坤 Fの 1軌 NeocatDlacttLS仰 〃誓坤hagHS18hii

弼種油当別兜童で卜年余迎統して飼育したもめで生

棚的に1末続とみなされ宅)｡これらの材料は飼育する

のに大きな相和を必欝とせず,ト又寄主の敏寄生期が動
かない令硯であるため奨晩にもFJ3静的攻扱いにも就利

であるO

アオキ.'/T>ム棚 約15%に調湿した柵 雷とゆ相

模の小豆で,叉解放蜂はそのような櫨件で飼われた･ア

ズキダウムシを簿虫として飼育したO飼育池波は3O'J

(土1.0),開旅将碇は約75%であったo

IIr.薬 療 方 法

'春立及群生蜂の妬n糖代の摺度を h杓,せnとし靖&.

の晒穐力をf七する｡fは鞘生を免がれた鹿 妻豆t,C_bl;

攻の1野七の鰯蝕を更ける令娼ほでに何階にふえるかと

ゆうこ.とで,著し擁立の性比が1/望ならばユ勘当や27
勧 こふえることな意味するO

故知hl.2,1甲め離 液 鮮弘峰を函 -里こ入れるO

裕也蜂は4部誹日報虫を探して洗卵するO48時間経てば

撞生蜂は食滞吸出してしまうC.調後2棚閉殻経過すれ

ば露鶴を免がれた絡轟沈羽化膜川してお町 寄生蜂の

芋讃
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子孫摘 部卿 油 川を絶つしこいるOこの柑Ulにはその

F攻叫Jl.代叫猿主汲 牌助祭はまだ馳l淵 であるかLl)1)yl

のLu:代が誼ることはないO従って紋初に鴇藷.と･L.錨ltL蜂
を入れたHから2O馴-=こ群裸内U)舘亨ミと輔鑓蜂の数及

びその性比を調べたO

鞘I11肘巳のLl#尭及視!離 散 (lt･!,p望)をきめるには♪<)
はiWL川 に召封じしていた堵触蜂数をもってしたOこれ

は常温8よLjも叩 )ガが多いが削七の劉 胞 も増える

と抜桃になるので轟呈蜘細 性比は常に ]/巴とした1,7Lコ

はhlから羽化耽Ltiした路地峰数f望む引きこれをJ借
した｡…蒔際には

FE1-♪Ll-(郷 ヒ脱El摘 虫数)

とはなドフないが縦虹hlつのptli'ifを汲けたのである｡

｣･.通のようにして怒めた hE,内は促′臥l･.,縦 甜菜

は,LJ叩Lは ドほ引払況-501唱は4=揮,rlトgOOr唱は101現

20ユl唱以 Lは判唱.脚 'Jt..とし,縛封ま10(桝以下はユO串

lot-7007現まIOIJ唱,7()lJ.UOO控は淵握,1001VG以上

は･r')Ol_TCB恕単位として臥しげ叉は蜘下げを打った｡この

脚 ;/-.は軒姥が拓くなる様大き(なっているが'朋 Lは

乱幣兜ならばその影響が小さくなると考えたからであ

/i))ぐ

]触れ hJ,加 - --は昭次このようにしてきめてい

った｡

fの値は本来ならば親壮代の箱三Ⅰミわ繊度によ,I)変化

､噂 ものであるが'･こ｣では買取及び推約の姐Li:上3

-コの船を態めたO従って行った発散は次の7Jiulであるn

Tab18I.1⊃esiか ofe叩eriment8･

.Series ≡r

発験はすべて30q(A:lo)に調節朗 Lたり酎鵜の憤洩

裸の中で行ったO砥徽 8.5cm,開溝L馳rlのyヤ-レ

な Zw61ferの堵蒸した諸仏''C-食塩過飽和離液を用い

て開陳用既がア稚o/内外になるようにした｡

･JjF,大体1校が0.15-0幼grの小笠をよE)わ机 そ

れに相当数の7分争ゾウム5,を入れて24時制液卵させ

光線1相 を芯過した樋 を稀鼓として用いたol紬 と

髭めた緋内払 的田(1糾･qa)によれば祷生嘩N･ma-

mego1,h櫛 ′S の輯整準q)膳も滞い時制が格点三の窪卵後

113-ユ相 田であるた吟で,この樹批 ほ触こ鯖虫は老

熟劫敵 前榔又は噺になっている｡ 和■

歌に祐輩の珊庶であるが,裾.盛の始めの珊腔とは薄

I-Ei適期の鮪藷の数で紅断 然しこれは,)､詔を調ってみ

なけ紬ま数えられないOそやた瑚 苧蛸砥堀に溝で成帝

74

肺 1･-) 政

した批‡三は'鴇生を受けなければもう羽化する億で死

亡しないと考え,内ull(1912)によって得られたアズ

キゾウムシU)卿 ヒ卯数と羽化股山成虫数との関納 あ

Ll)わす突放式

J･-ll(ト e-0･朋BTiり

(y:郷 ヒ持ヨ･･.臥 Ⅹ潮ア化卯数,e:ナビ-)Lの常数)

酬八､･C･L,J.;生適期の虚 i'劫 虫数を計罪した｡

3,3,4,のいすどれか1つのJjEll脚こきめた覇のJの

個 埠 少変動しているのはこの補正を発助途中で範が

ついたので,さかのぼって実施したためであるO

このようにして朋窟数の奇虫がついた小文の粒をと

I),館に如脚 敏に対する顔境を-掛こするため全馬濃

が3Ogrになるまで薄虫のつかない新しい小豆をつけ加

え,シャ-レの底が小憩で-･屈に嗣 )頼るようにして

詫馳和風 よ叩 lの軌 1itLの平瑚 鑑である｡出発験の小

-JiJL.r'分は終了後の小茂をアルコール頂にしてとって紐
凱 筏で切開し

調べたOこの場合幼地軸こ死んだものは判別し掛 ､の

で成虫に演でなっても,

ものだけを数えたO

IV.音量と寄生蜂の個体数の常長

鴇法衣持虫三峰のLl,I発点の吾度の典;捕捉合せと鴇虫の

灘 姉カfとを癒えた7つの場合の実験抽束は約 2親に

元LであるOその関係を図轟にしたものが第ユ図で

図 申発甑は剰削払 点種は Nicholson良 Bailey

説話)の邸 砧式を伽 ､て計算したものであるo

Nicho】son&鮎ileyによれば窮n脚 ℃の薄まの

i)の珊腔及び播鼓峰の璃姥を各々 h,いか&とし,

の糟精力をf,捧脚 W)轟3-:発見の熊肇をあらわ刊

数軸も祷洗端鬼職種をaとしたとき,

IL,i+1-細 さe~♪iAa---I.(1)

Ih8ヰ】とこfh,.-hけ+1･･t-･r(2)

が成就するQこりこeは--7-ピコ叫 の静数で2.718
る｡

(1)か;,)

紺 地 ‥...,..(3)
I),.

を噂き く3)のh托+I,9",fl/称に男別技を祁Lで{Iを
汀十_17:ナao

このようにして碍た aの臆を和び (1),,(2)に代

して求めた酋L,bnn をつ らぬたものが馴 →の慮h;

であるollの膳としては Ⅰか らⅤⅠⅠ演での発散を過

て緒ら j L た 甲 物 偵 0 10 朗 8 射 肌 -たo

I) e l ia c h a S m 3th の 発 散 ではこの分快で罪的き

た 各 世 代 の 斡 旋 の 避 諭 地 と 粥 馴 在 とは約7.1酎七進の

で は 相 賀 よ ぐ 一致 し た o 然 し 本 籍 散 では滞列工か

VII滝を洩じ敬賂 一 致 し て い な い o 瑚 鋸在でほどの
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王極 Ⅰ.‡11tCraCtionbctwenpopulatioJISOfparasit怨

相dhostinsucceさ洋ive那nClmtions,恥 stdclnSlty

如staitOfthecxpcliment;80,Pa柑Site･density

壌tStELltOftheexperilneltt:2,PowerOfincェ か

郎eofthehost:.3,Ale臥Ofdiも√じOV即yOfap糾a-
bitc:0朋88.

列も2-2糊代日に祷童が朋 tに少し遅れて裕也峰が,

最大数に達し4-6仲代FHこ粥標とも絶滅する.とこち

が英扱偶では関取 押 紙を続けて減少の様刊忠見えな

い｡
. このように Nicholsorl良 Baileyの拙論と大きく

差が山親た汲 Flとして舘虫露見抽概の準化とゆうこと

が考え朋 Lる0枚等U)湘 南ではLTは寄生鞘鬼の舶率を

あら摘 個 数であるが,技paell艮:JSmith屯覚裾蝕

から柑た椴からaを慰め,これ糾成数として:蝕翰櫨を

計沸したO然し娘等の場合は舶 ･:と香魚蜂だ珊附徴の

変動の脇田が挑かったた恥 葦北代に放ける絡まと梼

掴 策の相亙仲村の状態は略等しく,嵩換え頼 gl'繰返し

の実験のそれに掛 ､ものであったO従つで各世代に於

けるαの僻が略等しく,やの平均惜をとつで引幕した

も如 頓鞄債に泣くなるのは当番であ轟 碍し輝瀬野

宍漁では各阿七執こ許博 したaの粧ま革3寂に見られ

るように大きく紀化しでいるO孤つでその平均値を用

隼 翻射℃の蝕離 縁計罪したな桝乳 現 しだけ●鵬
実験借と倉わないのは当餌である｡

熟こ轟畠と市掴紳 出発点の熱馳 変えた場合を姉

泣訴について俵下毛みると,系列 1,,IV,Vl,VII,性

何れも同様な傾向であり,本光政の堀部郎ti鼠促の碑

度の湛いが試牡 と事故輝明射衣軟め変動に及ぼす大き

な静観 怠なさそうであるo血

格点の醐 カJを変えたLTCめに銀じた影響をみるとJ

著し薄ま団拳がいなかったとすれば,拍矧誌の粁舵がれ

琉 n枇代の祷まの珊姥が]l,Lな瑚 針

h,8 -I"み t 1

の存在によりfよL鳩低いとこ/Y',でおさえ朋 Lる｡

Tir)
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前節に放けぞほ うに肘 ℃馴研IrJの郡rL:と考えた場合

には'･J.ijl言:.数こFl,.)と播三脚筆数(.pnと攻LH.Jfヒ輝 Li'll撒

(1'･L･1)の閲の一柳 勺な関係がわか叫ji., どのよう,な

場合にでも祷三日:と轟捌 繁の胴体数の時軌的歩測が捕

る稗であるo 1
親の7日:代U)漕庶Ftn,鮎を興えればそれに対する教批

代の宅芳弘蜂の数 (♪"+1)は臥位されると考えれば,㌔
♪,I+1- 6'(A",1)=▲)

となるoこの 甲(IL,"九.ふなる的数叫捗をきめればよ

いo

Nicholson&､Bai一ey(lfl.[子5)は塵つかの脱党をも

とにして(1)及び(2)式を5'掛 ､たO然しこの式は鵠瀬
の考矧こよれば充分だとは憩われないO叉寄jf.の珊粧

I,ljfもこ｣で冊托数としたが矧喋は訊批代の轟j三の締

蛇により腰化するもので,羽化耽りiLL.怨与k蜂数 (a,A+ll

頭､始めの-A,Jl捜碑蛇 (fll,A)から羽化.',5'ki=.数 jl,A+Jを

引いたものに等しくはないo そこで もつと実際に鵡

0.0():!7

0.00;14 qoo

0.()011†;

0･()()朗 800

0.()Oiil3

0.OOLJ3 ′

0.0021

0,u(Il]i

節ヰ炎をみると姐 三の榔総軍 (A,A+1/hr-)刷岬 ▲tt式

の裕二i癖腰の如何にかしわらずJの抽こよって大作一

起し七いるp叉′とh,i+I/hTlとの蓑加 わ酔k蜘こよる

覇封王沸け)枠腔とfとの関旅は fが大きい糊f-

A,i+I/JtT,.鍾)大きくなっている｡これは鴇三!三の糟航力f

が大き(なる税 額馳峰の撤 i三抑制の制令も叉大きも.

pLとを意味する｡然し祉h1.の絶対数はJの大きい捌,I:

代わ経過と粕 こ大きくなっているO

加一bleIVI RelationbetwceりpOWerOfillCreaSC

ofthehostく榊 nditsl･ep",dictivil･ate(恕 )

V.串蓋と蘇生蜂の相克作用

7(3

700

鵬

50｡

純

綿っ一

N
tzm
tNT
Oi
in
dig

0- Dead hosts

けた1-&4.1)等1.g4rtfd･-～
⑳一･一- I:merged pumSit鮎十･Dead r)…silCS

紅苛7･之FPMl･†･02

I00 200 300 40け

～"Tlbe,Ior紺-er酔IpAr･,Sit耶

l軸･乱 Rcl如iolnbetween 血 nd hosts (jTiル～h,州

aTldcnlCl,gedparasites(1,1L+ll,and thatbetween

totalnurnbcrof pal･aSitCS くれ]+i+ A.t) an

cnle柑edpar如1te臥 FipLt

軸u如ionslnthefi糾IeWete Obtainqd by t

method()f糾eragCS.
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か4-る闇繰式を求める約一一の段階としてh"･,FL州 ,f･",

p早l.欄 の問の関舶 しらべて7Jたo

(1)寄主と寄生蜂の小豆内死亡数の駒重

刷肝Cl.は羽化鞘 卓数は始めの寄生数から羽化脱'u帰

朝筆数を減じたものに等しいとゆう舵定を設けた｡然

し溺駿結果をみると両者の問には相当開きがある｡こ

瑚 招きの傾倒を知るために,寄主及給餌 祭が条部羽化

脱山した後の小豆を切開いでみたOその結矧 ま擁r)求

に荊Lである｡

郷 ヒ脱班寄生蜂粗 方糾ヒ柾鋸u寄生軌 柁亡鰯 t数,

柁亡祷生峰数の総和は始めの敵手二数のf)4･6%で大体-A

敦している｡不足分 5･dpo'ほ誤差叉は幼虫期で死亡し

た報虫及び畜生蜂数等であろうo

すると(7)であらわされる称も数,邸も節 2盟のl蔑視

と鳥取 との問の却馴 丈-休州 tJなる原因で死亡したの

であろうか｡

その理はは しては,

(A)寄生蜂の戯曲期及び則 帥こ放ける死亡｡ I

(Ii)寄生蜂の産卵肝 で酎 -,い れたたぬ こ托亡した

ものo

DeBach & Smith はイ_T.パェと ML)r1710nieIla

官J言LripenmTsで輪生峰が実際には産卵をしないが,糠7;.

を産卵鯨でりききL/C殺すことがあるとのべている(,

この釆険の場合に机那 熊なことが考えられる｡

(C)寒蛤の訴追｡

佃,多縛封三とゆう現象を考えれば (7)であらわされ

TableV.Number oJ emerged and deadhosts an d p'a rnsitesJ'1t Val･iouscombinations

oFhost and p<11･aLqite densities.

Tnit;al den-
sityofhost

Number･of

em cr革ed
pal'aSltes

Ntlmbel･Of

叩 鱒 ed
paraSlteS

Numb cl.of
dearlh osts

E))rJg.5 】 321.0

二､)311 1.-.I:ll

341.0 岳 ･206.0

(2)羽化脱出寄生蜂数と死亡寮生助との関係

召馴ヒml用地蜂敷(1,"+1)と列･:亡絹ゴミ数(fll,rTtnl1)

との関係は姉2図に,TlしてあるO

この柑熱31m終ミ凍て線関棒をなしでいるから平均法に

よ()方様式を求めると

(fh,r h,刺 )-L･347如 +I-2- ･TI(4)

一男約4翁から未成熟死亡輪生蜂数 (p,i)と羽化市

蜘筆数 (か,･lll)との関係を求めたところこれもやは()

略印'j:挽 となG)その方群式は

♪′E1-0.1rlll"+I-!LO2-- ･.日..-.(.-I)

すると帝.=1三幼虫をたおした発振の擦弘輝炎(如)紘
I･(-♪‖+l ･ト1･.IT=l.･コ.Tl♪.:+1-0･01)--(ri)

羽化粗.uした碍測 準の約 ユ,25倍のものが帝弓洩 たお

しているわけであるLi

叉(4)と(G)とから

(fTl,I-h… )十1,だ O･洲Tか… +7･02･- (7)

たものよt)ももつと多くQ)輔藷が以上の王卸王Ⅰで死んで

いることになる｡

(3)寮景教見河積の変化

Nicholscul&恥ilcy(19.'Ln)は規加筆の耽 k発見の

髄 準なあil)わす係数として･'#虫細見間輯 (area of

discc-vely()faparasite)とゆ弓ものむ用いたが,舵

称の,;=蓑は攻のようにあらわすこ左がやきる｡

a:･ljli娃 発見河軌 r:輔≠11蜂のljlLl兜中経,ii穣虫

蜂の親動坤Hu招植 戚山の薄鈴懲悪味する),V:鮮肋

膜の運動迎胤 77:静?.殆品の効率 (tJn舵平壌的に入

った鴇虫の何PQ/を発見山来るかとt･M こと)-ど,柑Lぼ

け=LJJ･.TJ･t11T

r.t.I,I.,)はすべてJ,ff:r･'拙 LL'Rll:J:)l･●では 和により

同和なもので-剰 鑑をとると肇えてい私からaも叉概

に固有な椙数である0

本究勘では勧融 勺に-党の鞄療下で青潮)れたにもかLJ
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しわらず,三別Arl朋から川 武を用いて計許したaの瞳

は約日.k=rJMr-t･LLた硯[)n･()脚 から0･001:3かご大きく

を酎ヒしている,この卿 ヒが剰 師黙差の職印をはるかに

越えていることは攻の紺ご即 )かであろうo

(i)式で a-芦･∫′のとき/I"+l･7=7l'"ヰl

l1-ll〝.のとき Jl,州 -〟㌦･H

a.Lil′-,nn州 lニi,ど;'=70･()[)fJ日射 ℃人すれば

か .- 3 のとき hJ,I.1/7/'州 ヲ1,'jLq

如-1LJりのときIh'"+I/lt〝,A+1或三脚 HI

(4)串孟想見滞碑と宙孟傭 鼓峰の執盈此との関係

轟剖こ対する;ミ牡 蜂の解放は

71"/.p"---R

で邸.なる数鋸 ヒR'即 'る｡

Rのみが等しぐ珊 駆敵が異るときの離 職 p-)榊 駕

榊 ミ等しくないことは既に内托l(l棚 b)によ()判Ll〕か

にされてお_[),Rとも吊 ものが朋 曲 意義をもたない

ことは確かであるが,鈍った寄虫及び薄鼓峰脚壁で実

験した結果を赫倉するために適当な指標となるものが

みつからないので,この域倉も数致比と穐 lミ難風間閏

との関係を調べてみたO紬紫は約3師事i].;LであるO

RanE= 1- Ite d印- - fM I W CJC9LIM ,)

Fig.3, Relationbetwe印 thcml･eaOfdiscovery

.ofapRraSitQandtheはtioin thedcmsltietsoF

bothspecies(叩P).

発険の範囲内では間瀬は相当高床の相関を示してお

tlN締難攻関庫にあると考えられるO

脚も溶封 こ対して楯規範の稗度が掛 ､ときは対生邦

見巧摘邑準はよ(,溢虫に対しで輪生峰の照度の高いと

き北軍貞三報鬼の髄利恵軌 ､oこのことは馴 三雄の帝政

釣果滋ミNich lspn噂が考えたように歌刺捕HCohi･

petitionc禦 e)であらわ剖 L鍋 のだけ Cは敏明出

来ないことを就しているOをめため頓により-粟僻を
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節 lJ)班

とると鑓輩した等の祐立鞘見所積が雷虫 と轄鼓峰の数

甜ヒと共に変化す岩,とt明 津間を投じてLまつ■たO

然しこ でゝ,もう-1･つ考えねばなLl)ないことは'特

錐.桝 (,ll工の行軌にヤ抄作用のあることで･ De軌 eh

氏 Srnith の実験がよく矧ぎ論式と一致したのは郡紀gj

班事のほかに7建澗】に対する胴 三輝の碑煙が齢 つゝた
ため鴇,Li三蜂相互の衝突などによる干抄作用が極めてJJ､

さかったとゆうことが考えられる｡

東発駿ではガ,T/スのシャ-レの中で行ったLlCめIL.#出

○蜂照度に比して邸掴覗 く,かなりの干渉作用が働い

たのではなかろ与かo

Vr.要 約

(I)一斑の物理的腔件の下rLr:.77.や ゾウムシーとその

軌虫の鯖脚繁 Neocal･JltILVltSmETme--坤Zz(tgtlSの間に

起る時間的な佃件数朝田長を識軒ミたD

(ヨ)帯三も及鴇'Lit三峰の出発点の照度の組合せ及び鮎l三

の聯舷カを変えて発姐を待ったが,いずれの喝令にも

少くとも7111f二代のrTuでは両種lu:･斬加を続け減少J摘 ZJ'13

はみたなかったし,

(:3)Nicholsotl良 Bailey(toョ:))による‡邪論式かLl,

絹生畔の撞藷発見減損を計算し,その平均値0･Oヨ朗を

用いて弼 窮の密度の消長の埋論的な山戯沖 軌

値と比較したが,条鵜一致しなかった｡

(4)羽化晩川輔生蜂数と死亡寄義政とは等しくない

那,阿者の問には比例的な関係があったoJE亡韓連敗

は弱化脱川雑則鋒数よrt)も多いため,その原因となっ

ている,小T9..の小で悦吐け出水ずに死んだ絡生蜂の敵を

LらべたO

死んだ_甥 魚.蜂数も叉羽化脱川奇鼓峰数と比例的な銅

係があった｡

(;～))死んだ審生蜂数と羽化脱川薄軸筆数とを加えた

ものもまだ死亡播.:3三.数よE)少かったが,その節矧 蛸ぎ

地蜂の幼虫期以蕗睡 死亡及び解剖 軸 登卵管をづき

しで覇虫を数すことなどが考えられるO

((i)Nip,holsoll蕊Baileyの式が合わなかった原糊
の-つに解放峰の薄ま発見同糖の酎 ヒとゆ うことが考

えられたO飴 と発見蘭槙と,鞍点と寄生蜂 の政教111;

(71'l/轟,,)と瑚 泊の関係をしらべたところ,数放比が火

きい桝 .･セミ掩見両横の値も大きくなることがわかった
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rnthepresentp訊P即,theexperimentalstudies

ど)ftheinteract-onbetweenhostinsect,theazuki

he叩 WCeVjl,CL71LosobJ･lucr"s chi"eusis･nl-d itLq

parasiticwasp,Neocatnlacc2'SmLTWle加♪TLag'/Sal･C
described,

't･populaton･fluctuatiol-Causedbyhost-parasi･

teinteraction was examined in the s打Veral

colllbinations ofthe initialdensity ｡fenCll

叩eCies,undel･a fiWOurablephysicalcolidition･

Forconveniencesakeofthetheoreticalimp王ica-

tioll and lthe expcl･imentalprocedures,Borne

simplificnt,ionswet.伝madeinthepresente苫perト

rncnt',as usedby I)e】ヨnch & Snlith (川il ).

､P(川ell0FillCreaSe()fthehostwitstLlkcr】tilrCe

止lifferentv･llue82,.'3,4,nlもitrill･ily.

2. Population densitてes of bC)th ht〕軸Ind
も

p<lrnSiteincreasedintillofthe seriesexamincBd

landdidnotsholVatendeIlCytOdecreTnse.(Fill二

1nlldTableJI)

:3･From thecxpcrimcntnldとIta,"the qfeaOf

discoveryof.qparasite"W とIS I:alculatedns0.舶恥.

The.expcl･inlC1-tat,curvesofthechitngCOIL,OPu-
lationd叩SiticBdidnt)Iagl･eeWiththetheoretical

onesdcdu占edfl･om Nich('lson.氏 Bailey(1!J.･恥

as.qecni一lFig.1,王nwhichthecalcLllatcdvillue

｡ftheElreaOfdiscoverywdSllSed.

4･Asthenumbel･OfI-araSitcpr<)gcnyWasrut

equalto the-nunlb批 J)Idcnd hosは in each
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beanⅥaBCOuntedbydi.ssecti噸 theiJISidcofthe･
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inF短.2,thenumberofdeadho紙 まrlCrCaSCdiTI
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andthenumberofparasitedyin in爪beanw悶

lllsopropt}rtionaltoitL I

LTi.TherelationbetweenthellumbeofptlraSite'.

pro去Cnyandthefrequency(げencounterbctwe餌

hostand pa川Siと申 Ⅵ 耶 lin朗rolは atthelow

densityofhostfindpal･aSi略 btltitsincreasd w 耶

Slowlyntthehighdensity.

6･AsshowninFig∴3/thearぬ ofdiscovel･yOf

apAqraSiteirlCreEISedwiththeincreaseoftrh¢ratio

inthedensitiesofbothspeciが (H/P).Thi;may

b色One()fthemostdeci旨ivepointsbylへhichthe
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tQthepresentcflSe.
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ReGCivedMay鮒,lflr3O.Botl･N-KllgahtLIBA79105CI･(WithEnglishRt3Sume,弧)･

131未化珪素砥粒のアズ卑ブタムシ忙たいする致死作用,とく抵触定との関係につい

て.(予報) いわゆる不活性物質微粉の昆虫経たいする致死作用紅かんする研究

節 男報 長沢純米 伐 都大学化学柵究別紙倍研究鼓)弧 5･20受理 ､

L 潤 雷 榊 弛 むうことは1線晩酌離 害として肌 か机 帥 紛

い紬 かる不活性物質の機動が,凝塊にたいして政和 てほいたが,成文としてのこされた蘇和様 Zacllel'

FI
.


